
R８年度 訪問介護ヘルパーの「暑さ対策事業」に関する実態調査・中間報告（ケア社会をつくる会） 
厚労省は予算（令和 7 年度補正予算 278 億円）を付け、「介護サービス提供体制確保⽀援事業※」として今年度
（令和 8 年）に全都道府県に交付した。都道府県では、4 ⽉からこの事業を開始し、猛暑が始まる前までに事業
者が申請するよう呼びかけた。都道府県から交付決定の通知をもらった事業所は、申請した物品等を購⼊し、実
績報告書を提出した上で、今年度中に補助⾦が受け取れることになっている。 
※都道府県 R８年度 「介護サービス提供体制確保⽀援事業」 
・介護サービス事業所・介護施設等が、物価上昇の影響がある中でも、必要な介護サービスを円滑に継続できる
よう必要な物品などの購⼊費⽤等に対する補助を⾏う。 
【補助対象】・猛暑などの様々な困難な事態下に介護サービスを継続するために必要な以下の費⽤ 
○燃料費、有料道路通⾏料等の移動に伴い必要となる経費  
○ネッククーラー、熱中症対策ウオッチ、冷感ポンチョ等の猛暑対策⽤品購⼊経費 
○光熱⽔費、燃料費等の⼊居者・利⽤者の⽣活環境改善、職員の負担軽減・勤務環境改善の経費  
○業務⽤スポットクーラー、遮熱・遮光カーテン、ブラインド、換気扇・送⾵機/サーキュレーター等の居室や
浴室等における温度管理、湿度管理に必要な設備・物品等の購⼊等経費 
本調査は、全国の事業所が「介護サービス提供体制確保⽀援事業」を知っているのかどうか、またその申請を

しているのかどうかを確認すべく実施した。さらに、今年の酷暑で、訪問介護業務に何らかの改善・救済が⾏わ
れているのかどうかを確認する。本調査結果は国や地⽅⾃治体への要望書、記者会⾒などに⽣かしていく。 

 
【調査結果】 全 326 件 
１．47 都道府県のうち以下の 30都府県から回答があった 
 東京、千葉、福岡、埼⽟、岡⼭、神奈川、広島、兵庫、⼤阪、群⾺、⻘森、岩⼿、京都、茨城、⿅児島、愛知、
富⼭、 
福井、熊本、三重、滋賀、奈良、栃⽊、秋⽥、⾼知、⻑崎、宮崎、⼭梨、静岡、愛媛 
 
２．回答者の性別：n=320  
 ⼥性 268⼈（83.8%）   男性 46 ⼈（14.4%）  
 
３．回答者の年代：n=320  
  30 代 22⼈（6.9%） 40 代 59 ⼈（18.4） 50 代 115 ⼈（35.9%） 60 代 83 ⼈（25.9%） 70 代 37⼈（11.6%）  
20 代 3 ⼈  80 代 1 ⼈ 
 
４.回答者の雇⽤形態：n=321 
  常勤 162⼈（50.5%） 登録型 62⼈（19.3%） ⾮常勤 59 ⼈（18.4%） アルバイト 17⼈（5.3%）  派遣 3
⼈ パート 3 ⼈ 
 
５．回答者の役職：n=215 
  サービス提供責任者 67⼈（31.2%）   管理者 58⼈（27.0%） 
 
６．勤務先の事業規模（職員数）：n=321 
    1-10 ⼈ 59 ⼈（18.4%）  11-20 ⼈ 88⼈（27.4%）  21-30 ⼈ 49 ⼈（15.3%） 
31-40 ⼈ 24⼈（7.5%）   41-50 ⼈ 15 ⼈（4.7%）  51 ⼈以上 63 ⼈（19.6%） 
 



７．訪問介護の主な移動⼿段：n=322 
   ⾃動⾞ 150 ⼈（46.6%） ⾃転⾞ 130 ⼈（40.4%） バイク 20 ⼈（6.2%） 電⾞・バス 9 ⼈（2.8%） 
徒歩のみ 7⼈（2.8%）  
８．⼀⽇の訪問件数：n=322 
   1 件 26 ⼈（8.1%）  2件 50 ⼈（15.5%）  3 件 56 ⼈（17.4%）  4件 58⼈（18%） 
    5 件 53 ⼈（16.5%）  6 件 36 ⼈（11.2%）   それ以上 43 件（13.4%） 
 
９．⼀⽇の移動時間：n=322 
     10-20 分 37⼈（11.5%）  30-40 分 67⼈（20.8%）  50-60 分 49 ⼈（15.2%） 70-80 分 53 ⼈（16.5%） 

  90-100 分 36（11.2%） 110-120 分 21 ⼈（6.5%） 130-140 分 15 ⼈（4.7%） 150-160 分 8⼈（2.5%） 
 170-180 分 5 ⼈（1.6%） 180 分以上 23 ⼈（7.1%） 
 

１０．１件当たりのサービス提供時間（平均値）：n=320 
     20 分 9 ⼈（2.8%）  30 分 23 ⼈（7.2%）  40 分 36 ⼈（11.3%）  50 分 43 ⼈（13.4%） 
     60 分 180 ⼈（56.3%）  90 分 3 ⼈（0.9%） 
 
１１．酷暑の中の訪問介護サービス遂⾏に困難を感じているか：n=321 
     ⼤いに感じている  190 ⼈（59.2%）  感じている 72⼈（22.4%）  時々感じる 49 ⼈（15.3%）  
     あまり感じない 8⼈（2.5%）  ほとんど感じない 2⼈（0.6%） 
 
１２．都道府県「R8 年度介護サービス提供体制確保⽀援事業」のことを知っていたか？：n=320 
     はい   113 ⼈（35.3%） 
     いいえ 207⼈（64.7%） 
 
１３. あなたの事業所は介護サービス提供体制確保⽀援事業へ申請したか？ : n=321 
     はい     104⼈（32.4%） 

  いいえ    56 ⼈（18.1%） 
  知らない 159 ⼈（49.5%） 

 
１４．今年の夏、訪問介護で⽀給された暑さ対策の物品等がありますか？: n=321 
     はい   169 ⼈（52.6%）  

  いいえ 123 ⼈（38.3%）  
  わからない 29 ⼈（9%） 

 
１５．Q14 で「はい」と答えた⼈について、何が⽀給されましたか？：n=172 
     前年度⽀給されたもの 40 ⼈（23.3%）  ネッククーラー・アームカバー 12⼈（7%） 
 
１７．物品以外に事業所独⾃の暑さ対策がありますか？：n=173 
     移動時の休憩時間を増やす 43 ⼈（24.9%） 
     酷暑⽇は時給に上乗せされる 19 ⼈（11%） 
    なし  22⼈（12.7%） 


